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2019年度の調査内容
日1-1-2-2-1

• 使用船舶：

JAMSTEC深海調査研究
船「かいれい」

• 調査実施期間：

2019年8月5日（宮古）

～8月24日（八戸）

• 調査内容［実績］：

OBS39台を用いた地震
探査［SJ1901］

なお、台風の影響により、
MCS探査及びOBSの
一部（白丸）の設置の
実施は見送った。

本調査におけるデータ取得概要
日1-1-2-2-1

深海調査研究船
「かいれい」

海底地震計（OBS）：
Site9～48［計31台］

アンカー回収型OBS：
Site1～8［計8台］

震源系仕様（エアガン）・・・
総容量 7800 cu.in
発震点間隔 200 m
曳航深度10m
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調査測線図（実績）
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測線長：365 km

OBSの記録例
【Site6・16】
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Pg：地殻内を通過した屈折波
Pn：最上部マントルを通過した屈折波
PmP：モホ面からの反射波（PmP）
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OBSの記録例
【Site26・36】
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Pg：地殻内を通過した屈折波
Pn：最上部マントルを通過した屈折波
PmP：モホ面からの反射波（PmP）

まとめ

山形県沖日本海において、当機構の深海調査研究船
「かいれい」を用いて地震探査を実施した。3つの台風
の影響により、調査を縮小したが、OBS探査及び海陸
統合地震探査は実施することができた。

今回の地震探査においても、沿岸域の漁業活動等を
配慮し、複数のタイプのOBSを用いた。結果として、39
台のOBSの設置・回収を行うことができ、エアガン及び
陸上発破の記録も良好に取得されていた。

→今後、データ解析を進めて、調査海域の地殻構造を明
らかにし、調査海域の断層や地震活動との関係の研
究を進める。
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2019年山形沖の地震（MJ6.7）と
粟島沖でのOBSを用いた地殻構造探査

（Sato et al., 2014)の結果との比較

今後へ向けて
【海陸境界域での地殻構造と

地震断層の関係】

カラー点：海陸併合余震分布（東大震研, 2019; 予知連資料）
赤点：気象庁一元化震源（6/18～8/31）
P波速度構造：Sato et al. (2014)

Sato et al. (2018)
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• 「２-５津波波源モデル・震

源断層モデルの構築」への
貢献。

• 日本海南東部の3次元地殻
構造モデルの構築。

• 日本海の地殻構造と地震
断層の関係。

今後へ向けて
【プロジェクト最終年度へ向けて】

地震探査測線
（2007～2019年）

JAMSTEC(2019）
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